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【本研究のポイント】 

・名古屋大学は、日本では初めての航空機から投下する気象測器を開発 

・独自の投下型検証システムを用いて、この気象測器が高度 10km 以上の高高度から地

表付近まで、気温や風のプロファイルを高い精度で測定することを確認 

・2024 年 10 月 9-10 日、この測器を用いて航空機観測を実施、測定値を世界に配信 

 

【研究概要】 

 

台風は、大きな災害を引き起こす最大の自然の脅威です。しかし、台風は生涯の大半

を陸地からはるか離れた海上で過ごすため観測が難しく、その発生・発達メカニズムの

理解は不十分なままです。そこで、名古屋大学宇宙地球環境研究所 坪木 和久 
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【研究背景と内容】 

台風は洋上で発生・発達する上、強い風雨を伴うため、観測手段がほとんどありません
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図２ 独自の投下型検証システムの概略図。左上：ゾンデ投下機。左下：タイマー付きカッター。右：投下

型検証システムの全体図。 

 

図３ 2024 年 10 月 9-10 日に台風第 19 号を対象に実施した航空機観測の概略図。左：フライトパ

ス（上：１日目、下：２日目）。水色のマークで測器の投下地点を示した。右：航空機から投下した測器で

測定した気温・湿度・風の一例。右下の赤丸はこの測器の投下位置。 

 

本研究は、2021 年度から始まった JSPS 科研費(S)21H04992『航空機観測によ

るスーパー台風の力学的・熱力学的構造と強化プロセスの解明（研究代表者：坪木和久）』

の支援のもとで行われたものです。 
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【用語説明】 

https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/kokusai_kishou.html
https://www.jma.go.jp/jma/kokusai/kokusai_kishou.html

